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「拓け未来の新潟第16回教育フォーラム」分科会報告

教育相談
「子どもの変化に気付くチェックリス

ト」を活用し、子どもの変化のサインに
早期に気付くための教職員研修を行い、
事前事後でアンケートを実施しました。
協力校３校の担当者で行ったパネルディ
スカッションでは、研修前後での教職員
の気付きや対応の変化、効果的な情報共
有の方法等について、意見交流しました。

各校での校内研修では、
教職員の気付きを学年間
で情報共有を行いました

教職員が注目する具体的
な場面について、テキス
トマイニングを用いて
“見える化”しました

参加者の声

本校でもチェックリストを活用してみ
ようと思った。

各校のチェックリストを活用した情報
共有の方法が参考になった。

令和５年２月22日（水） 第109号 https://www.nipec.nein.ed.jp/

Niigata Prefectural Education Center

校内研修会の実施
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学級経営

笑 顔 あ ふ れ る 学 級 づ く り
～よりよい学校生活をめざした話合い活動の指導～

実践協力校：魚沼市立須原小学校
三条市立第二中学校
新潟県立巻高等学校

振り返りにおいて、児童生徒は、
友達のよさや頑張りを認め合い
ました。また、自分を客観視し、
自身の変化や成長を実感する経
験をしました。この経験で得た
満足感や所属感は、次の実践へ
の意欲になります。

３校の実践協力校すべてで「合
意形成を図る話合い活動に向け
た３段階のプロセス」を示し、
授業実践を行いました。

国語の「話す聞く」や道徳の
「相手の立場に立って」などの
事前授業を行いながら、合意形
成に必要なルールや見方・考え
方、判断基準などの事前指導に
取り組みました。

３段階のプロセス（①意見を出し合う ②意見のよさと問題点を整理する ③視点
を変えて比較する）を踏まえた話合い活動により、集団としての合意形成を図り、そ
れを協働的に実践することは、学級経営の充実につながります。そのためには、児童
生徒の願いをとらえ、話合いの方法を事前に指導しておくことが大切です。
小学校・中学校・高等学校のどの校種においても、自分と異なる考えや少数意見も

尊重し、一人一人が納得できる話合い活動を目指すことで、友達とのよりよい関係づ
くりにつながり、学級の一員としての所属感を高めることが各実践から確認すること
ができました。



道徳教育

道徳科を要とした繋がりのある道徳教育の推進
～学校教育活動との関連を図り道徳的行為の実践力を高めるユニット構想～

道徳科と特別活動などの行事
を意図的、計画的につなぎ、振
り返りまでの一連の流れ（ユ
ニット）を構築しました。
南魚沼市立塩沢小学校、十日

町市立中条中学校から実践の協
力をいただきました。活動の目
的や目標を明確にしたことで、
児童生徒の道徳的行為の変容が
確実に見られたことが成果です。
また、新潟県立長岡大手高等学
校からは、令和５年度の実施に
向けて、ホームルームと既存の
学校行事とを関連させた計画を
提案していただきました。

学校の
教育活動

学校行事
特別活動等

道徳の
授業

道徳の
授業

目指す子ども像

学校の教育活動の前後で目的をもって
道徳の授業でサンドイッチ

ポイントは、目指す子ども像に向けて
道徳科の内容項目の視点でつらぬく

ユニットとは

日常から教員間で「目指す子どもの姿」を共有していることはとても重要
だと再認識しました。また、中学校の実践からは，教職員と生徒たちの真
剣さが伝わってきました。

参加者の感想紹介

フォーラム参加者から『道徳科と行事等の体験的活動を結び付けて行う活動は、児
童生徒の道徳性を養う上で有効だ。』『実践が大変分かりやすく、個人でも実践可能
な内容でした。』等の感想が寄せられました。

小学校の実践例がとても参考になりました。子どもの変容も見取りやすく、
今後、自分もユニットをつくって実践してみたいと思いました。

高等学校での提案は、行事や総合的な探究の時間を利用して行うことだけ
でなく、SNSプログラム等との連携も検討するなど、各校で工夫できるも
のと感じました。
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主体的・対話的で深い学び

「主体的・対話的で深い学びの実現を図
る単元デザイン講座」と連携しながら、
「単元デザインシート」を用いた単元づく
り・授業改善をテーマに進めてきた取組の
成果を発表しました。
５名の講座受講者から「単元デザイン

シート」を活用した実践を紹介してもらい、

・「単元デザインシート」は、「主体的・
対話的で深い学び」の実現を図るために
有用であるということ

・「対話」活動を工夫して「対話的な学
び」を実現していくことが、「主体的」
で「深い学び」につながっていくという
こと

が確認できました。

「単元デザインシー
ト」は、当センター
WEBページに掲載して
います。ぜひ、ご活用
ください。

単元デザインシートの
例はこちら

【実践紹介校】
・小千谷市立東小千谷小学校（国語）
・柏崎市立大洲小学校（生活）
・南魚沼市立八海中学校（英語）
・阿賀野市立水原中学校（社会）
・県立新発田南高等学校（数学）

単元デザインシートの有用性

従来の学習指導案と比べて、単元を構想しやすく、流れもイメージしやすい。また、ピ
クトグラムが色分けされているため、「主体的、対話的で深い学び」の３つのバランス
を常に意識しながら1時間1時間を組み立てられる。

「視覚的」に理解できる、「可視化」しやすいことから、自分自身の授業の傾向を把握
し、改善につなげていける。

ピクトグラムを位置づけながら単元構想を行うことで、子どもたちに身に付けたい力や、
目指す子供の姿を意識しやすい。

単元をデザインする面から

授業の傾向を把握する面から

児童生徒の資質・能力の育成面から


